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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に形成された第一の電極および第二の電極と、
　前記第一の電極および前記第二の電極の上に形成された有機層と、
　前記有機層の上に形成された絶縁層と、を有する構造が直列に複数接続された有機発光
素子であって、
　前記第二の電極は前記第一の電極に対向しており、
　前記絶縁層は、前記絶縁層内の分極により前記有機層に電界を印加する有機発光素子。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記絶縁層の上に分極形成電極が形成され、
　前記分極形成電極は前記絶縁層に分極を形成する有機発光素子。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記絶縁層はポリ尿素を含み、
　前記絶縁層の前記有機層が存在する側の表面に下地層が形成され、
　前記下地層は前記絶縁層を配向させる有機発光素子。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記絶縁層はイオン性物質を含む有機発光素子。
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【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記直列に複数接続された構造のうち、末端の構造に含まれる電極が前記末端の構造の
端部まで伸びている有機発光素子。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかにおいて、
　前記第一の電極および前記第二の電極が金属である有機発光素子。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　前記基板が反射性物質を含む有機発光素子。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかにおいて、
　前記第一の電極および前記第二の電極が透明電極であり、
　前記絶縁層上に保護層が形成され、
　前記保護層は反射機能を有する有機発光素子。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかにおいて、
　前記第一の電極および前記第二の電極は櫛歯状であり、
　前記櫛歯電極の櫛歯の幅は１０μｍ以下であり、
　前記櫛歯の先端と前記櫛歯の連結部分との距離は１０μｍ以下である有機発光素子。
【請求項１０】
　前記基板と、
　請求項１乃至９のいずれかに記載の前記有機発光素子と、
　前記有機発光素子を駆動する駆動装置と、を有する光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光素子，有機発光素子を用いた光源装置およびそれらの製造方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＬＥＤは薄型・軽量，面発光，フレキシブル化可能などの特長を有するため、面発
光光源として、さまざまな開発がなされている。有機ＬＥＤを面発光光源として用いる場
合、大面積な有機ＬＥＤ素子として用いる場合、もし異物等の影響で有機ＬＥＤ素子が短
絡すると、全面が非点灯となる。そのような問題を回避するため、有機ＬＥＤを直列及び
並列に接続し、安定した発光を得ることができることが特許文献１に報告されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２３４８６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の有機発光素子では、直列接続した素子を作製する際、有機層および上部電極を部
分的に製膜する必要があった。そのため、有機層および上部電極の位置合わせ（アライメ
ント）を製膜前に行う必要があり、製造時間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明の目的は、アライメントによる製造時間の増大を抑制できる有機発光素子，有機
発光素子を用いた光源装置およびそれらの製造方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記課題を解決するための本発明の特徴は以下の通りである。
（１）基板上に形成された第一の電極および第二の電極と、第一の電極および第二の電極
の上に形成された有機層と、有機層の上に形成された絶縁層と、を有する有機発光素子で
あって、第二の電極は第一の電極に対向しており、絶縁層は、絶縁層内の分極により有機
層に電界を印加する有機発光素子。
（２）上記（１）において、有機発光素子が複数形成され、複数の有機発光素子が直列に
接続されている有機発光素子。
（３）上記（１）において、絶縁層の上に分極形成電極が形成され、分極形成電極は絶縁
層に分極を形成する有機発光素子。
（４）上記（１）において、絶縁層がポリ尿素を含み、絶縁層の有機層が存在する側の表
面に下地層が形成され、下地層は絶縁層を配向させる有機発光素子。
（５）上記（１）において、絶縁層はイオン性物質を含む有機発光素子。
（６）上記（１）において、複数の有機発光素子の末端の有機発光素子を構成する電極が
末端の有機発光素子の端部まで伸びている有機発光素子。
（７）上記（１）において、第一の電極および第二の電極が金属である有機発光素子。
（８）上記（１）において、基板が反射性物質を含む有機発光素子。
（９）上記（１）において、第一の電極および第二の電極が透明電極であり、絶縁層上に
保護層が形成され、保護層は反射機能を有する有機発光素子。
（１０）上記（１）において、第一の電極および第二の電極は櫛歯状であり、櫛歯電極の
櫛歯の幅は１０μｍ以下であり、櫛歯の先端と櫛歯の連結部分との距離は１０μｍ以下で
ある有機発光素子。
（１１）基板と、上記（１）に記載の有機発光素子と、有機発光素子を駆動する駆動装置
と、を有する光源装置。
（１２）基板上に形成された第一の電極および第二の電極と、第一の電極および第二の電
極の上に形成された有機層と、有機層の上に形成された絶縁層と、を有する第一の有機発
光素子と、基板上に形成された第二の電極および第三の電極と、第二の電極および第三の
電極の上に形成された有機層と、絶縁層と、を有する第二の有機発光素子と、を有し、第
一の電極，第二の電極および第三の電極は櫛歯状に形成され、絶縁層は、絶縁層内の分極
により有機層に電界を印加し、第一の電極および第三の電極は絶縁され、第二の電極は第
一の電極に対向しており、第三の電極は第二の電極に対向している有機発光素子。
（１３）基板上に形成された第一の電極および第二の電極と、第一の電極および第二の電
極の上に形成された有機層と、有機層の上に形成された絶縁層と、を有する有機発光素子
の製造方法であって、第二の電極は第一の電極に対向しており、絶縁層は、絶縁層内の分
極により有機層に電界を印加し、第一の電極および第二の電極が形成された基板に対して
、有機層および絶縁層がアライメントなしで製膜される有機発光素子の製造方法。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明により、アライメントする時間なしに製造できる有機発光素子，有機発光素子を
用いた光源装置およびそれらの製造方法を提供できる。上記した以外の課題，構成及び効
果は以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明における有機発光素子の一実施の形態における上面図である。
【図２】本発明における有機発光素子の一実施の形態における断面図である。
【図３】図１で示した光源装置の回路図である。
【図４】本発明における有機発光素子の一実施の形態における上面図である。
【図５】本発明における有機発光素子の一実施の形態における断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】



(4) JP 5637917 B2 2014.12.10

10

20

30

40

50

　以下、図面等により本発明を詳細に説明する。以下の説明は本願発明の内容の具体例を
示すものであり、本願発明がこれらの説明に限定されるものではなく、本明細書に開示さ
れる技術的思想の範囲内において当業者による様々な変更および修正が可能である。また
、本発明を説明するための全図において、同一の機能を有するものは、同一の符号を付け
、その繰り返しの説明は省略する場合がある。
【実施例１】
【００１０】
　従来の直列接続型有機発光素子は、有機層及び上部電極を部分的に形成する必要がある
ため、製膜前にアライメントを行う必要があった。
【００１１】
　図１は、本発明における有機発光素子の一実施の形態における上面図である。基板１は
樹脂フィルムである。基板１として、樹脂フィルムに限るものではなく、ガラス基板や金
属基板などでもよい。基板１が樹脂フィルムの場合には、適切な透湿度低下処理が施され
ていることが必要である。また、基板１として、反射機能を有する膜を形成されていても
よい。反射機能を有する膜としては、金属とポリマの積層膜などがあげられる。その場合
は所謂トップエミッション型素子が形成できる。基板１側から光を取り出すボトムエミッ
ション型素子の場合には、光取出し機能を基板１に設けてもよい。その場合、より効率の
高い発光が得られる。トップエミッション型素子であれば、封止膜と光取出し膜を兼用で
きる場合があり、有機発光素子を簡略化できる。本実施例では、基板１として反射機能を
有するフィルムを用いた。
【００１２】
　図１において、第一の電極２は、陰極である。第一の電極２は陰極に限るものではなく
、陽極としても用いることができる。第二の電極３は、陽極である。第二の電極３は、第
一の電極２に対して対向して形成されている。第二の電極３は、陽極に限るものではなく
、陰極としても用いることができる。第三の電極４は、第二の電極３に対向して形成され
ている。第三の電極４は、第一の電極２とは絶縁されている。第四の電極５は、第三の電
極４に対向して形成されている。第四の電極５は、第二の電極３とは絶縁されている。基
板１上に第三の電極４および第四の電極５を設けず、基板１上に第一の電極２および第二
の電極３のみを設けてもよく、電極の数を増やしても良い。櫛歯状電極の上に有機層６が
形成されている。有機層６の上に絶縁層７が形成されている。絶縁層７の上に保護層８が
形成されている。図１の上面図は有機発光素子の積層構造を正確に表現したものではない
。有機発光素子の構成要素の形状を見やすくするために、図１の積層構造は図２の積層構
造とは異なるものにしている。
【００１３】
　第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４および第四の電極５は、基板１法線方向か
ら見たときに櫛歯状になっている。電極構造として、櫛歯状電極の櫛歯部分を点電極とリ
ング電極とを合わせた形状としてもよい。第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４，
第四の電極５として使用できる材料は、金属であればＣｒ，Ｍｏ，Ａｌ，ＡｇやＡｌＮｉ
，ＣｒＡｕ，ＭｇＡｕなどの反射性材料や、ＩＴＯ，ＩＺＯなどの透明性材料である。電
極として、安定で、正孔，電子とも注入可能な仕事関数を持つという観点で、Ｃｒが望ま
しい。本実施例では、電極材料としてＣｒを用いた。
【００１４】
　電極が櫛歯状である場合、櫛歯部分の幅（図１中のａ）は１０μｍ以下が望ましい。櫛
歯部分の幅を１０μｍ以下のように狭くすることにより、発光部分を拡大できる。櫛歯部
分の先端と櫛歯の連結部分との距離（図１中のｃ）は１０μｍ以下が望ましい。櫛歯部分
の先端と櫛歯の連結部分との距離を１０μｍ以下のように狭くすることにより、発光部分
を拡大できる。第一の電極２および第三の電極４，第二の電極３および第四の電極５は一
体形成されていても良い。直列接続されている有機発光素子の末端の有機発光素子を構成
する電極を図１のように有機発光素子の端部に伸ばすことで、末端の有機発光素子を構成
する電極と電源とを容易に接続できる。本実施例では、櫛歯状電極の電極幅は１０μｍ、
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【００１５】
　図２において、有機層６は、正孔輸送層１０，発光層１１，電子輸送層１２を含む層で
ある。対向する電極から有機層６に電子及び正孔が注入され、発光層１１で再結合し、発
光する。絶縁層７は、有機層６に電界を印加するための層である。
【００１６】
　第一の電極２，第二の電極３，有機層６および絶縁層７で第一の有機発光素子１０１が
構成されている。第二の電極３，第三の電極４，有機層６および絶縁層７で第二の有機発
光素子１０２が構成されている。第三の電極４，第四の電極５，有機層６および絶縁層７
で第三の有機発光素子１０３が構成されている。第一の有機発光素子１０１，第二の有機
発光素子１０２および第三の有機発光素子１０３が直列に接続されている。有機発光素子
に有機発光素子を駆動する駆動装置等が備えられることで光源装置となる。
【００１７】
　図２は、図１のＡ－Ａ′における断面図であり、本発明における有機発光素子の一実施
の形態における断面図である。第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４および第四の
電極５の上に正孔輸送層１０が形成されている。電極が櫛歯状である場合、隣接する櫛歯
部分の高さをできるだけ揃える方が望ましい。これにより、電極間の電界強度を大きくで
きる。第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４および第四の電極５と正孔輸送層１０
との間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。正孔輸送層１０の代わりに後述す
る電子輸送層１２を形成しても良い。電子輸送層１２を形成した場合は、発光層１１の上
に正孔輸送層１０が形成されることになる。第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４
および第四の電極５の上に正孔輸送層１０を形成したほうが、材料選択の幅が広がるとい
う点で好ましい。図２では、正孔輸送層１０が電極の櫛歯間を覆うように形成されている
。正孔輸送層１０の膜厚を電極の櫛歯部分の高さよりも小さくして、発光層１１により電
極の櫛歯間を覆っても良い。正孔輸送層１０は、正孔を第二の電極３から有機層６に輸送
する層である。
【００１８】
　正孔輸送層１０として、フルオレン，カルバゾール，アリールアミンなどの単独あるい
は共重合体が用いられる。その共重合体としては、チオフェン系，ピロール系を骨格に有
する材料でも用いることができる。また、側鎖にフルオレン，カルバゾール，アリールア
ミン，チオフェン，ピロールなどの骨格を有するポリマも用いることができる。また、ポ
リマに限ることはなく、スターバーストアミン系化合物やアリールアミン系化合物，スチ
ルベン誘導体，ヒドラゾン誘導体，チオフェン誘導体なども用いることができる。また、
上記の材料を含むポリマを用いてもよい。また、これらの材料に限られるものではなく、
これらの材料を２種以上併用しても差し支えない。本実施例では、正孔輸送層１０の材料
として高分子材料を用いた。正孔輸送層１０は、印刷幅をノズル幅で規定できるスリット
コート法でアライメント工程なしで製膜した。
【００１９】
　正孔輸送層１０の上に発光層１１が形成されている。正孔輸送層１０と発光層１１との
間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。発光層１１は、対向する電極から注入
された正孔及び電子が再結合し発光する層である。発光層１１の材料には、ホスト材料に
〔化１〕、青色ドーパントに〔化２〕、赤色ドーパントに〔化３〕を用いることができる
。
【００２０】



(6) JP 5637917 B2 2014.12.10

10

20

30

40

50

【化１】

【００２１】
【化２】

【００２２】
【化３】

【００２３】
　発光層１１のホスト材料として、〔化１〕以外のカルバゾール誘導体，フルオレン誘導
体またはアリールシラン誘導体などを用いることが好ましい。また、ポリカーボネート，
ポリスチレン，アクリル樹脂，ポリアミドなどのバインダポリマも合わせて用いることが
できる。また、カルバゾール，フルオレンなどの骨格を有するポリマ材料も用いることが
できる。効率の良い発光を得るためには青色ドーパントの励起エネルギーよりも、ホスト
の励起エネルギーが十分大きいことが好ましい。励起エネルギーは発光スペクトルを用い
て測定される。
【００２４】
　発光層１１の青色ドーパント材料として、〔化２〕以外のＩｒ錯体も用いられる。また
、Ｐｄ，Ｐｔ，Ａｌなどの各種金属錯体やスチリルアミン系などの有機材料も用いること
ができる。
【００２５】
　発光層１１の赤色ドーパント材料として、〔化３〕以外のＩｒ錯体も用いられる。また
、Ｐｄ，Ｐｔ，Ａｌ，Ｚｎなどの各種金属錯体やＤＣＭ（［２－［（Ｅ）－４－（ジメチ
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ルアミノ）スチリル］－６－メチル－４Ｈ－ピラン－４－イリデン］マロノニトリル）な
どの有機材料も用いることができる。本実施例では、ホスト材料に〔化１〕、青色ドーパ
ントに〔化２〕、赤色ドーパントに〔化３〕を用いた。発光層１１は、印刷幅をノズル幅
で規定できるスリットコート法でアライメント工程なしで製膜した。
【００２６】
　本実施例の発光層１１は青色ドーパント及び赤色ドーパントを含む構成であるが、発光
層１１の構成はこの構成に限定されない。青色ドーパント，緑色ドーパント，赤色ドーパ
ントを含む構成の方が、発光スペクトル範囲が広くなり、演色性に優れた有機発光素子を
作製することができる。発光層１１に青色ドーパント，緑色ドーパントおよび赤色ドーパ
ントのいずれか一つだけが含まれていても良い。
【００２７】
　緑色ドーパントとしては、Ｉｒ錯体を用いることができる。また、Ｐｄ，Ｐｔ，Ａｌな
どの各種金属錯体やクマリン色素，キナクリドンなどの有機材料も用いることができる。
【００２８】
　発光層１１には、電子輸送材料や正孔輸送材料などの電荷輸送材料を追加して用いるこ
ともできる。電子輸送材料には、オキサジアゾール誘導体などを用いることができる。正
孔輸送材料には、トリフェニルアミン誘導体などを用いることができる。
【００２９】
　発光層１１の上に電子輸送層１２が形成されている。発光層１１と電子輸送層１２との
間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。電子輸送層１２は単層もしくは複数層
設けてもよい。電子輸送層１２は、電子を発光層１１に供給する層である。電子輸送層１
２として〔化４〕の材料を用いることができる。
【００３０】
【化４】

【００３１】
　電子輸送層１２の材料として、〔化４〕以外に例えば、ビス（２－メチル－８－キノリ
ノラト）－４－（フェニルフェノラト）アルミニウム（以下、ＢＡｌｑ）や、トリス（８
－キノリノラト）アルミニウム（以下、Ａｌｑ３）、１，４－Ｂｉｓ（ｔｒｉｐｈｅｎｙ
ｌｓｉｌｙｌ）ｂｅｎｚｅｎｅ（以下、ＵＧＨ２），オキサジアゾール誘導体，トリアゾ
ール誘導体，フラーレン誘導体，フェナントロリン誘導体，キノリン誘導体などを用いる
ことができる。本実施例では、電子輸送層１２の材料として〔化４〕を用いた。電子輸送
層１２は蒸着領域をマスクで規定した蒸着法で、アライメント工程なしで製膜した。
【００３２】
　電子輸送層１２の上に絶縁層７が形成されている。電子輸送層１２と絶縁層７との間に
他の層が介在してもよく、接していてもよい。絶縁層７は、層内の分極により有機層６に
電界を印加する層である。櫛歯状に形成された第一の電極２と第二の電極３の間に横方向
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に電界が印加される。その方向の電界だけでは発光層１１に電荷が流れにくい。絶縁膜７
があることによって、第一の電極２と第二の電極３との間に発生する電界がゆがみ、発光
層１１に電荷が流れ、発光層１１中で電荷が再結合するようになる。
【００３３】
　絶縁層７の膜厚は、数１００ｎｍから数μｍ程度である。図１のように、絶縁膜７を有
機層６の上に全面に形成することにより、絶縁膜７をパターニングする工程を省略できる
。
【００３４】
　絶縁層７として、例えば〔化５〕のポリ尿素を用いることができる。ポリ尿素は、ジア
ミノフルオレンと４，４′－ジフェニルメタンジイソシアネートを同時に蒸着して作製さ
れる。ポリ尿素を用いる場合、絶縁層７と電子輸送層１２の間には薄い下地膜を挿入した
方がよい。下地膜はポリ尿素で形成された絶縁層７を配向させる。下地膜としては、下地
膜の絶縁膜７が存在する側の表面に酸素が現れているものが望ましい。具体的には、Ｍｎ
，Ｖ，Ｗ，Ｓｉの酸化物などが挙げられる。ポリ尿素は膜内で配向が起こっているために
分極を形成している。この配向が起こっていることは、赤外吸収等の角度依存性測定から
確認可能である。
【００３５】
【化５】

【００３６】
　分極を示す絶縁層７の材料として、ポリ尿素以外に、ポリイミド膜や、Ａｌｑ３，〔化
６〕などのベンズイミダゾール誘導体、２，９－ジメチル－４、７－ジフェニル－１、１
０－フェナントロリン（ＢＣＰ）などのフェナントロリン誘導体、１，３－ビス（２－（
４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，３，４－オキサジアゾ－５－イル）ベンゼン（Ｏ
ＸＤ－７）などのオキサジアゾール誘導体を用いることができる。上記材料において配向
して大きな分極を作り易い点を考慮して、ポリイミドが望ましく、ポリ尿素がさらに望ま
しい。本実施例では、絶縁層７の材料として〔化５〕を用いた。絶縁層７は蒸着領域をマ
スクで規定した蒸着法で、アライメント工程なしで製膜した。
【００３７】
【化６】

【００３８】
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　絶縁層７の上に保護層８が形成されている。保護層８は、透湿性を抑制し、有機発光素
子を保護するための層である。図１のように、基板１法線方向から見た時に保護層８の面
積を有機層６や絶縁層７の面積よりも大きくすることにより、水分が基板１の面内方向か
ら入ることを防げる。保護層８として、透湿性を抑制する層を積層したフィルムが用いら
れる。積層フィルムとして、例えば、無機層と有機層を交互積層した構造を有するプラス
ティックフィルムなどが挙げられる。本実施例では、保護層８として透湿性を抑制する層
を積層したフィルムを用いた。
【００３９】
　本実施例における保護層８は、絶縁層７の上部に張り付けて、連続的に製造できる。保
護層８に光取出し機能を有する層を付与してもよい。そのことにより、有機発光素子の発
光光をより多く外部に出すことができる。
【００４０】
　上記の有機発光素子の作製では、あらかじめ基板１に第一の電極２，第二の電極３，第
三の電極４，第四の電極５を形成する。第一の電極２，第二の電極３，第三の電極４，第
四の電極５はホトリソグラフィを用いて形成される。正孔輸送層１０，発光層１１は印刷
幅をノズル幅で規定できるスリットコート法で、アライメントなしで作製できる。製膜時
の基板１の進行方向は、図１の長辺方向である。連続的に製膜できる方法であれば、スリ
ットコート法に限定されず、ロールコート法やスプレー法などでも製膜可能である。また
、電子輸送層１２と絶縁層７は蒸着領域をマスクで規定した蒸着法で、アライメントなし
で形成できる。
【００４１】
　図３は、図１で示した本発明における有機発光素子の一実施の形態を回路図で表したも
のである。並列接続された有機発光素子が直列に接続される構造となっており、安定した
発光が得られるようになっている。第一の電極２と第四の電極５の間に電圧を印加したと
ころ、保護層８側から発光が観測され、安定した発光が得られた。
【実施例２】
【００４２】
　図４は、本発明における有機発光素子の一実施の形態における上面図である。基板２１
はフィルムである。基板２１として反射機能を有するフィルムを用いた。
【００４３】
　第一の電極２２は陰極である。第一の電極２２としてＣｒを用いた。第二の電極２３は
陽極である。第二の電極２３としてＣｒを用いた。第二の電極２３は、第一の電極２２に
対して対向して形成されている。第三の電極２４は、第二の電極２３に対向して形成され
ている。第三の電極２４は、第一の電極２２とは絶縁されている。第三の電極２４として
Ｃｒを用いた。第四の電極２５は、第三の電極２４に対向して形成されている。第四の電
極２５としてＣｒを用いた。
【００４４】
　電極上に有機層２６が形成されている。有機層２６は正孔輸送層４０，発光層４１，電
子輸送層４２を含む層である。対向する電極から電子及び正孔が注入され、発光層４１で
再結合し、発光する。有機層２６上に絶縁層２７が形成されている。絶縁層２７は、有機
層２６に電界を印加するための層である。絶縁層２７上に分極形成電極２８が形成されて
いる。分極形成電極２８は絶縁層２７に分極を形成するための電極である。図４の上面図
は有機発光素子の積層構造を正確に表現したものではない。有機発光素子の構成要素の形
状を見やすくするために、図４の積層構造は図５の積層構造とは異なるものにしている。
【００４５】
　図５は、図４のＡ－Ａ′における断面図であり、本発明における有機発光素子の一実施
の形態における断面図である。第一の電極２２，第二の電極２３，第三の電極２４および
第四の電極２５の上に正孔輸送層４０が形成されている。第一の電極２２，第二の電極２
３，第三の電極２４および第四の電極２５と正孔輸送層４０との間に他の層が介在しても
よく、接していてもよい。正孔輸送層４０の代わりに後述する電子輸送層４２を形成して
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も良い。正孔輸送層４０は、正孔を第二の電極２３から有機層２６に輸送する層である。
本実施例では、正孔輸送層４０として高分子系材料を用いた。
【００４６】
　正孔輸送層４０の上に発光層４１が形成されている。正孔輸送層４０と発光層４１との
間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。発光層４１は、対向する電極から注入
された正孔及び電子が再結合し発光する層である。発光層４１の材料には、ホスト材料に
〔化１〕、青色ドーパントに〔化２〕、赤色ドーパントに〔化３〕を用いた。
【００４７】
　発光層４１の上に電子輸送層４２が形成されている。発光層４１と電子輸送層４２との
間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。電子輸送層４２は、電子を発光層４１
に供給する層である。本実施例では、電子輸送層４２として〔化４〕の材料を用いた。
【００４８】
　電子輸送層４２の上に絶縁層２７が形成されている。電子輸送層４２と絶縁層２７との
間に他の層が介在してもよく、接していてもよい。絶縁層２７は上部の分極形成電極２８
と有機層２６を絶縁し、有機層２６に電界を印加するための層である。本実施例では、ポ
リメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）に〔化７〕のイオン性物質を混合した材料を用いた。
ＰＭＭＡはイオン性物質を分散させる。絶縁層２７にイオン性物質を含めることにより、
初期的に電圧を印加して絶縁層２７中に分極を形成できるため、毎回分極形成電極２８に
電界を印加する必要がなくなる。イオン性物質として、〔化７〕以外にアミン化合物のＢ
Ｆ４-塩やＰＦ６-塩などが考えられる。イオン性物質のガラス転移温度は、１００℃以下
であることが望ましい。このＰＭＭＡ分散膜である絶縁層２７と電子輸送層４２の間には
薄いＳｉＯｘ膜を挿入した。
【００４９】
【化７】

【００５０】
　分極形成電極２８にはＩＺＯを用いた。トップエミッションの場合、分極形成電極２８
としてＩＴＯなどの透明電極でもよい。ボトムエミッションの場合、分極形成電極２８と
してＣｒ，Ｍｏ，Ａｌ，ＡｇやＡｌＮｉ，ＣｒＡｕ，ＭｇＡｕなどの反射電極が挙げられ
る。図４のように、基板２１の面内長軸方向において分極形成電極２８の大きさを有機層
２６，絶縁層２７および保護層２９の大きさより大きくすることで、外側で電界をかける
ための端子をとることができる。
【００５１】
　分極形成電極２８上に保護層２９が形成されている。保護層２９は透湿性を抑制し、有
機発光素子を保護するための層である。透湿性を抑制する層を積層したフィルムを用いた
。
【００５２】
　上記の有機発光素子の作製では、あらかじめ基板２１に第一の電極２２，第二の電極２
３，第三の電極２４，第四の電極２５をフォトグラフィ法で形成した。正孔輸送層４０，
発光層４１は、印刷幅をノズル幅で規定できるスリットコート法で、アライメントなしで
作製した。また、電子輸送層４２は、蒸着領域をマスクで規定した蒸着法で、アライメン
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法で作製した。分極形成電極２８は、マスクで製膜エリアを制限したスパッタ法で、アラ
イメントなしで製膜した。
【００５３】
　本実施例の有機発光素子も並列接続された発光ダイオードが直列に接続される構造とな
っており、安定した発光が得られるようになっている。分極形成電極２８に電圧を印加し
、絶縁層２７を分極させたのち、第一の電極２２と第四の電極２５の間に電圧を印加した
ところ、分極形成電極２８側からの発光が確認され、安定した発光が得られた。分極形成
電極２８により電界のゆがみが実施例１より確実に形成され、発光層４１中での再結合が
おこりやすくなる。
【実施例３】
【００５４】
　実施例３は絶縁層２７にＨｆＯ2膜を用いた以外は実施例２と同様に有機発光素子を作
製した。ＨｆＯ2膜はスパッタ法を用いてアライメント工程なしで製膜して作製した。
【００５５】
　得られた有機発光素子は分極形成電極２８に電極を印加しながら、第一の電極２２と第
四の電極２５の間に電圧を印加したところ、分極形成電極２８側から発光が確認され、安
定した発光が得られた。絶縁層２７にＨｆＯ2膜を用いることにより、発光層で再結合さ
せるために必要な電界のゆがみが確実につけられる。
【実施例４】
【００５６】
　実施例４は基板１に反射機能のないフィルムを用い、第一の電極２，第二の電極３，第
三の電極４，第四の電極５をＩＴＯで形成し、保護層８に反射機能を有するフィルムを用
いた以外は実施例１と同様に作製した。その結果、基板１側から発光が観察され、安定し
た発光が得られた。
【符号の説明】
【００５７】
１，２１　基板
２，２２　第一の電極
３，２３　第二の電極
４，２４　第三の電極
５，２５　第四の電極
６，２６　有機層
７，２７　絶縁層
８，２９　保護層
１０，４０　正孔輸送層
１１，４１　発光層
１２，４２　電子輸送層
２８　分極形成電極
１０１　第一の有機発光素子
１０２　第二の有機発光素子
１０３　第三の有機発光素子
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